
■『アルドノア・ゼロ』作品紹介 

 

原作：Olympus Knights 

監督：あおきえい 

脚本構成：虚淵玄（Fate/Zero）、高山カツヒコ 

放送：2014 年（A-1 Pictures / TROYCA） 

 

虚淵玄氏原案のもと、2014 年に発表されたオリジナルアニメーション作品。 

地球と火星、二つの世界の衝突を背景に、対照的な二人の少年、界塚伊奈帆とスレイン・

トロイヤードの生き様が交錯する。 

 

本作が真に描き出したのは、戦争でも政治でもなく、**「理解されることなき感情の持

続」**そのものであった。 

 

緻密に設計された映像構成、静謐な演出、沈黙の多用が、見る者に問いを手渡す構造をな

し、ただのロボットアニメに留まらない詩的な深度を獲得している。 

 

“語られない感情”の余白を尊重した物語は、答えを示すのではなく、問いと共に生きる在

り方を提示し続けている。 

 

■『雨の断章』 

 

2024 年、制作陣の深い愛情と沈思の末に発表された『アルドノア・ゼロ』の新作短編。 

「続編」の枠にとどまらず、本編の沈黙に宿っていた想いをそっと拾い上げるような構成

で、視聴者に静かな余韻をもたらした。 

 

スレイン・トロイヤードの“その後”を描きながら、これは彼一人の物語ではない。 

赦しや再会の可能性、そして誰にも渡されなかった感情の行き先を、丁寧に、慎ましく、

しかし確かな温度で描いている。 

 

決して解決ではなく、“ともに問い直す”というかたちで結ばれた本作は、かつての視聴体

験を新たに照らし出す、静かな証明である。 
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